
『人数がギリギリで病欠などが心配』

『とりあえず人数はいるが経験が浅い選手で試合に出場するのは厳しい』

などを考慮し、今大会はオーバーエイジ枠を採用します。

ＯＡ枠として5年生以上の選手を2名まで出場させることができる。

但し、以下のとおり制限します。 ※ 下記は、ＯＡ枠を２名採用し、

内１名にＤＨを採用した場合

● ＯＡ枠で出場する選手は、守備専門者とする。（打撃はできない。） 打順 氏　名 守備 背番号

1 山本 6 17

・ 試合途中からは採用出来ない。 2 坂本 9 21

3 斉藤 3 15

4 山田 2 16

● 守備位置は、レフトとセンターに限定する。 5 木下 4 20

6 喜多 1 22

・ ＯＡ枠が1名の場合の守備位置はレフトとする。 7 鈴木 5 24

8 辻井（ＯＡ）・江川（ＤＨ） 7 14・23

・ 守備位置の変更は認めない。 9 斉藤（ＯＡ）・ＤＨ無 8 11

・ 内野手より前に守ることはできない。 ※ この試合は8名での攻撃となる。

● 守備専門者の代わりに指名打者（3年生以下）を置くことができる。

・ 指名打者を置かないこともできる。

（ＯＡ枠を2名採用した場合、7名で攻撃する。）

（試合の途中から指名打者を置くこと及び省くことはできない。）

・ 指名打者を守備専門者の代わりに守備につかせることもできる。

（その時点でＯＡ枠は消滅【復活は認めない。】）

（その場合の守備位置の変更は可能）

● 4年生の代わりにＯＡ枠を採用することは出来ない。

・ 「4年生をベンチに置いてＯＡ枠選手を採用する。」、「4年生を指名打者にする。」

などは出来ない。

オーバーエイジ枠（以下ＯＡ枠と表記）
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